
ま　え　が　き

　私が杉浦光夫先生の「解析入門Ⅰ」にはじめて出合ったのは、大学3年の時で

ある。「解析概論を越える本が出た」と教授から言われ、すぐに手に入れて読み始

めてみたのであるが、ついに最後まで読み切ることができなかった。　　　　　　　　

　当時、私は公立の中学校に勤務していた。日々の忙しさから、数学を学習するこ

とはあきらめていた。そんなある時、友人からカオス・フラクタル理論の話を聞き、も

う一度勉強しようという気持ちがよみがえったのである。数学書を読み始めると、も

はや学生時代の力は失われていることを痛感した。そこで、もう一度解析入門Ⅰを

読もうと決意したのである。いきなり多変数を扱う記述は、学生時代の時と同じよう

に大変であった。最初は付箋にメモを残す程度で、計算した内容は保管するわけ

でもなく、特にノートにまとめるということもしなかった。辞書のように分厚いこの本

である。その内容が頭に残るであろうか。私はいつまでも若くない。一度理解でき

た内容も、もう一度読み直すと苦戦しているありさまで、ノートの必要性を余儀なく

されたのである。ノート（本書）といっても、行間を埋めるだけのものであるが、定理

、例など、私が凡人であるがゆえ、できるだけわかりやすく、また直感的に理解を

助けるように図も多く取り入れたつもりである。原稿は、主にカルキング（株式会社

シンプレックス）の力を借り完成させた。本書の内容は多少くどい面もあるかもしれ

ないが、杉浦先生の論の訂正や足りない内容を補足で加えた。証明によっては、

つながりを重視して書き直したところもある。私は数学の素人である。勘違いや間

違いなどがあるかもしれない。また確認はしたが、誤植等多々あるかもしれないが

ご容赦願いたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　本書は、私のように、社会人になっても、趣味で数学を勉強したいという人を応

援するためのものである。そして、完成度の高い解析入門Ⅰを、一人でも多くの人

に読んでもらいたいと願っている。

　最後に、この本の執筆にあたり、静岡数学研究会の方々に原稿を読んで頂き、

数々のご指摘を受けた。特に、本多洋五 氏には適切なアドバイスをいただき、ここ

に感謝の意を表したい。

　　２０２３年　　５月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著者



この本の使い方

　この本には、目次も索引もない。また、段落ごとに一文字ずらすこともしなかっ　

た。スペースを入れれば十分であると考えたからだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　この本を読むためには、「解析入門 Ⅰ　杉浦光夫 著　東大出版」の存在が必須

である。そして、私と同じように、ノートを用意しメモを取りながら解析入門 Ⅰ をじ

っくりと読んで理解していってもらいたい。そして、理解に苦しみつまずいたとき、

この本の本領が発揮される。

　まず、つまずいたらそのページ（解析入門 Ⅰ最新版）を確認し、そして本書の（Ｐ

．＊　＊）を探すだけである。余分なことも書いてあるかもしれないが、必要がなけ

れば読み飛ばしてくれてかまわない。

　

　名著と呼ばれる数学書を最後まで読み切ることは大変である。練習問題までとは

至らなかったが、最後のページまでは読めるはずである。
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